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＜連絡事項＞
特記事項無し。
＜転出＞
・ラスムセン　エイコ様～療養環境変更の為南病棟へ転棟となる。
＜患者様連絡情報＞
・佐々木　理佳様～初外来日11/6 9:30 設定済み。
・豊川　葵様～主治医診察にて身体拘束終了。終日隔離開始となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放後暫くしてから、部屋から出てスタッフオフィス侵入し、他者の歯磨き粉奪う行為あり。介入後も繰り返す為、早めに開放観察終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。朝食眠気見られ、朝食拒食。時間をおいて内服はできている。昼食は全量摂取し内服スムーズ。易怒性はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。午前・午後2時間の開放観察実施。他者との交流見られており、不穏さや衝動行為はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・寺地　徳和様～日中は発熱なく経過。嘔気、嘔吐なし。腹部症状の訴えも無い。
・豊川　葵様～各食全量摂取。点滴抜去のおそれがあるため拘束継続であったが、食事は摂れている。点滴は中止となった為、13：18身体拘束解除となる。まだ、精神症状面では感情不穏や衝動性が残るため、他の患者などとのトラブルの危険があることから13：30終日隔離を行っていく
・平山　敬之様～ホールで特定患者様たちと交流見られており、スタッフ対面時も穏やか。スマホ使用の許可下りているが、使用の説明に了解されている。
・加賀　イト様～腰痛あるが自制内とのこと。表情穏やかであるが、特定女性患者様に対し、拒否的である。介入しトラブルには至らず。
＜田名部Dr診察情報＞
・平山 敬之様～インフルエンザ予防接種可。入院してからはお金のリスクを心配していたが、今はプラス思考で過ごせているが、夜間の環境がうるさいとの不満、エネルギーが足りないとおかずの増量を訴えているが、表情穏やか。主治医よりスマホ通話のみ許可下りる。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小澤 和子様～家族(父)の夢を見たと話し、内容を主治医に説明している。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・土川 貴広様～インフルエンザ予防接種可。気分はだいぶ落ち着いたと。入院当初の様子を振り返っている。診察時礼節保たれており、正義正しい。レボトミン錠5㎎→コントミン糖衣錠50㎎に変更となり、他同内容で7日分処方となる。
・小笠原 久年様～キーパーソンの声について、呂律不良ながらも主治医に説明。作業参加促されると腹に空気が入ると話し「行きません」と。
・袴田 将志様～気分の苛々感は否定。多飲水について、改めて主治医より既定の水量を守るよう説明受けている。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・若沢 理子様～「前やったから」と診察室に向かわず臥床。具合悪さ、幻聴訴えるが詳細は話さず、八戸市民Ｈｐへ転院訴えている。
・小泉 裕子様～ 入室より感情失禁見られ、姉や母、第2天皇が刺されて、怖くなったと、当院から退院させて欲しいと話す。主治医の説明には聞き入れる事出来ている。レキサルティ錠1㎎　1Ｔ→ラツーダ錠20㎎　2Ｔに変更となり、他同内容で7日分処方となる。
・中村 与一郎様～ 入院となった理由について、これからの生活方針を考える為と説明受け、今後はアパート生活を目指す予定である。
・安達 貴浩様～ 診察早々に「西はまだですか？」と。また、周囲が笑っているのを気にしないと話すが、特定男性患者や母様の不満を話す。
・長瀬 伸也様～ 前回の外出についてスッキリしたと。外泊について日曜日をあげ、主治医からは許可が下りている。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・島 龍太郎様～ 口渇と鼻閉を訴えるが、気分は普通と。断酒について問われると「飲まなくてもいいな、他に趣味ができたんで」と話し趣味には読書をあげている。レボトミン錠5㎎→クエチアピン錠12.5㎎に変更となり、他同内容で7日分処方となる。
・藤井 孝蔵様～主治医の問いに淡々と返答されている。活気あり。
・立花 圭様～ 主治医より言葉使いを気に付けるよう注意受けている。作業は塗り絵をしていると話す。
・三浦 久司様～ 今後は青山荘に行きたいが、無理であれば世話人が常駐しているＧＨにしたいとの事。ロキソニンは中止。臨時薬同内容で7日分処方、不眠時頓服5回分処方となる。
・中村 さつ様～ インフルエンザ予防接種可。車椅子ではなく、歩行器が使いたいと話す。また、息子様の情報が知りたいと話し「オラはどうでもいい」と話す。夕にメマンチン塩酸塩ＯＤ錠5㎎　1Ｔ追加処方となり、他同内容で7日分処方となる。
・佐藤 セツ様～ 左下肢や腕の痺れを訴えている。寝ている時に家族の夢を見ると話し、腕を組んでいるとの事。夕のトラゾドン塩酸塩錠25㎎　2Ｔ→vdsに1Tに変更。スルピリド錠50㎎ 1T夕に追加処方となり、他同内容で7日分処方となる。
・丹内 栄子様～ 他室侵入しないよう、主治医に注意受け「はい」と返答されるが表面的。
・豊巻 みや様～ 調子について変わらないが、疲れにくくはなってきたとの事。外泊許可出ている。ツムラ加味帰脾湯エキス顆粒が毎食前に変更、他同内容で7日分処方となる。
＜皮膚科診察＞
・藤井　孝蔵様～①、②稍軽快、同前処置。
③両趾爪　混濁、著明に変形→剪る

・小笠原　久年様～①稍軽快、同前処置。
　　　　　　　　　②特変なし（爪は同前処置）
・澤口　利香様～①、②、③漸次軽快、同前処置。
・川口　ヨネ様～殆ど治癒。

・岡村　トミ様～治癒。
・木村　美智子様～特変なし。同前処置。
・水梨　孝純様～特変なし、同前処置。

＜入院患者様情報＞

　日　　時：R2.10.29

　氏　　名：苫米地　正義（とまべち　まさよし）様

　生年月日：昭和24年3月17日（71歳）

　病　　名：脳血管性認知症

　合併症　：糖尿病

　性　　別：男性

　主治医　：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

　R.8.7、当院退院し南山苑入所する。

入所時より、苑内徘徊、収集行為、盗食行為、多飲水症見られる。9月に入り、テーブルやベンチ、イスなどを引きずる行為、介入スタッフに対し暴言や介護への抵抗あり。10月25日以降拒薬や・拒食あり、施設での対応困難となり、薬剤調整目的にて10/29医療保護入院となる。
日　　時：R2.10.29　10:56

氏　　名：市澤　ミツヱ（いちさわ　みつえ）様

生年月日：昭和11年11月10日（83歳）

病　　名：軽度認知症

合 併 症：腰椎圧迫骨折

性　　別：女性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット16号室

(経過）

　当院通院中。R2.10.3本人が5・6段の階段から落ちて第2腰椎圧迫骨折を受傷。南部病院にて入院加療開始するが帰宅要求・不穏があり1泊で退院。コルセットが完成し装着したが、安静が保てない状況にあり、受診日を早めた。御家族から「やはり自宅で診ます」との事であった。R2.10.27スワンクリニック受診し骨折後の経過が不良(レントゲン上、腰椎が潰れていると）と話しがあり、当院で安静目的の入院加療を勧められ、R2.10.29当院受診。診察にて長女様より入院加療の同意を得て10:56東病棟Aユニット16号室へ医療保護入院となる。

